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(57)【要約】
【課題】搬送経路の一部が上下方向に重なっているにも
かかわらず、下側にある搬送経路において紙詰まりが起
きた際に、詰まった紙を容易に取り除くことが可能な画
像読取装置を提供すること。
【解決手段】スキャナユニット３のＡＤＦ部７には、原
稿台３１から排出部３２へと搬送される原稿を搬送途中
でＵターンさせるＵターン経路が形成されている。そし
て、Ｕターン経路よりも下流側となる下側経路に沿った
位置には、可動部材３５が設けられている。この可動部
材３５は、左端部が下側経路側に最も接近する閉位置へ
変位した際には、下側経路を形成する壁面として機能し
、左端部が下側経路側から最も離間する開位置へ変位し
た際には、下側経路の一部を開放する。下側経路で紙詰
まりが発生した際には、可動部材３５を開位置へ変位さ
せれば、下側経路から容易に紙を除去できる。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　上面側が原稿を載置可能な載置面とされており、当該載置面に沿って移動しながら原稿
の画像を読み取り可能な読取手段を備えた本体部と、前記本体部に対して開閉可能に設け
られ、閉じられた際には前記載置面を覆う状態になる開閉部とを備え、前記開閉部には、
原稿がセットされる原稿台と、前記原稿台にセットされた原稿を所定の搬送経路に沿って
搬送する搬送手段と、前記搬送手段によって搬送された原稿が排出される排出部とを備え
、所定の読取位置へと移動させた前記読取手段で、前記搬送手段によって搬送される原稿
の画像を読み取り可能に構成された画像読取装置であって、
　前記搬送手段は、前記原稿台から前記排出部へと搬送される原稿を搬送途中でＵターン
させるＵターン経路を形成するとともに、前記原稿台から前記Ｕターン経路に至る搬送経
路、及び前記Ｕターン経路から前記排出部に至る搬送経路のうち、いずれか一方の経路が
他方の経路の上側を通る上側経路、前記他方の経路が前記一方の経路の下側を通る下側経
路とされていて、前記下側経路に沿って原稿を搬送する際には、前記所定の読取位置へと
移動させた前記読取手段と対向する位置へ原稿を搬送して、前記読取手段で原稿から画像
を読み取り可能としており、
　前記下側経路に沿った位置には、前記Ｕターン経路から遠い方にある第一端部を回動中
心として、前記Ｕターン経路から近い方にある第二端部が前記下側経路側に接近又は離間
する方向へ回動可能に構成された可動部材が設けられ、
　前記可動部材は、前記第二端部が前記下側経路側に最も接近する閉位置へ変位した際に
は、前記下側経路を形成する壁面として機能し、前記第二端部が前記下側経路側から最も
離間する開位置へ変位した際には、前記下側経路の一部を開放可能に構成されている
　ことを特徴とする画像読取装置。
【請求項２】
　前記可動部材は、前記開閉部が開かれた際に、自重で前記閉位置から前記開位置へと変
位する
　ことを特徴とする請求項１に記載の画像読取装置。
【請求項３】
　前記可動部材は、前記閉位置側へ変位した状態を維持可能な構造になっていて、前記開
閉部が開かれた後、利用者からの操作力を受けた際には、前記閉位置から前記開位置へと
変位する
　ことを特徴とする請求項１に記載の画像読取装置。
【請求項４】
　前記可動部材は、前記開閉部が閉じられる際に、前記第二端部が載置面側に当接するの
に伴って、前記開位置から前記閉位置へと変位する
　ことを特徴とする請求項２又は請求項３に記載の画像読取装置。
【請求項５】
　前記可動部材は、前記閉位置へと変位した際に、一部が前記開閉部側に当接することに
より、それ以上前記開位置から離れる方向へ変位することが規制される構造とされている
　ことを特徴とする請求項１～請求項４のいずれか一項に記載の画像読取装置。
【請求項６】
　前記開閉部上で、当該開閉部が閉じられた際に前記載置面と対向する位置には、前記載
置面に載置された原稿を押さえるための押さえ部材が設けられ、
　前記可動部材は、前記押さえ部材の上方に配設されており、前記押さえ部材の一部とと
もに前記開位置へ変位する
　ことを特徴とする請求項１～請求項５のいずれか一項に記載の画像読取装置。
【請求項７】
　前記押さえ部材は、前記可動部材の前記第一端部と対向する位置よりも、前記可動部材
の前記第二端部から離れた位置にある部分において、前記開閉部に対して固定されている
　ことを特徴とする請求項６に記載の画像読取装置。
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【請求項８】
　前記押さえ部材は、前記開閉部が閉じられた際に、前記開閉部と前記載置面との間に挟
み込まれると弾性変形を伴って圧縮される弾性変形層と、前記弾性変形層と前記載置面と
の間に配置されたフィルム層とを積層してなる構造になっており、
　しかも、前記弾性変形層は、前記可動部材の前記第一端部と対向する位置よりも、前記
可動部材の前記第二端部から離れた位置にある箇所で分割されることにより、その分割箇
所よりも前記可動部材の前記第二端部に近い第一部分と、前記分割箇所よりも前記可動部
材の前記第二端部から遠い第二部分とを有する構造とされていて、当該第二部分において
、前記開閉部に対して固定されている
　ことを特徴とする請求項７に記載の画像読取装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、画像読取装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、自動原稿送り装置（Automatic Document Feeder；以下、ＡＤＦと略称する。）
を備えた画像読取装置において、原稿の搬送経路が途中でＵターンする形態となっている
ものが知られている（例えば、特許文献１参照。）。
【０００３】
　このような画像読取装置において、Ｕターン部分よりも上流側の搬送経路と、Ｕターン
部分よりも下流側の搬送経路は、いずれか一方の搬送経路が他方の搬送経路の上方に配置
され、他方の搬送経路が一方の搬送経路の下方に配置されることになる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００４－２７７０８９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ところで、上記のような画像読取装置において、上方に配置される一方の搬送経路（以
下、上側搬送経路と称する。）については、さらに上方にあるカバーを開けば、比較的容
易に外部に露出させることができる。そのため、上側搬送経路において紙詰まりなどが起
きた際には、カバーを開いて詰まった紙を取り除く作業（ジャム処理）を行うことができ
る。
【０００６】
　しかし、下方に配置される他方の搬送経路（以下、下側搬送経路と称する。）について
は、上方にあるカバーを開いても、上述の上側搬送経路を構成する様々な構造物が存在す
るため、下側搬送経路を外部に露出させることは容易ではない。そのため、下側搬送経路
において紙詰まりなどが起きた際には、詰まった紙を取り除く作業が行いにくい、という
問題があった。
【０００７】
　本発明は、上記問題を解決するためになされたものであり、その目的は、搬送経路の一
部が上下方向に重なっているにもかかわらず、下側にある搬送経路において紙詰まりが起
きた際に、詰まった紙を容易に取り除くことが可能な画像読取装置を提供することにある
。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　以下、本発明において採用した構成について説明する。
　請求項１に記載の画像読取装置は、上面側が原稿を載置可能な載置面とされており、当
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該載置面に沿って移動しながら原稿の画像を読み取り可能な読取手段を備えた本体部と、
前記本体部に対して開閉可能に設けられ、閉じられた際には前記載置面を覆う状態になる
開閉部とを備え、前記開閉部には、原稿がセットされる原稿台と、前記原稿台にセットさ
れた原稿を所定の搬送経路に沿って搬送する搬送手段と、前記搬送手段によって搬送され
た原稿が排出される排出部とを備え、所定の読取位置へと移動させた前記読取手段で、前
記搬送手段によって搬送される原稿の画像を読み取り可能に構成された画像読取装置であ
って、前記搬送手段は、前記原稿台から前記排出部へと搬送される原稿を搬送途中でＵタ
ーンさせるＵターン経路を形成するとともに、前記原稿台から前記Ｕターン経路に至る搬
送経路、及び前記Ｕターン経路から前記排出部に至る搬送経路のうち、いずれか一方の経
路が他方の経路の上側を通る上側経路、前記他方の経路が前記一方の経路の下側を通る下
側経路とされていて、前記下側経路に沿って原稿を搬送する際には、前記所定の読取位置
へと移動させた前記読取手段と対向する位置へ原稿を搬送して、前記読取手段で原稿から
画像を読み取り可能としており、前記下側経路に沿った位置には、前記Ｕターン経路から
遠い方にある第一端部を回動中心として、前記Ｕターン経路から近い方にある第二端部が
前記下側経路側に接近又は離間する方向へ回動可能に構成された可動部材が設けられ、前
記可動部材は、前記第二端部が前記下側経路側に最も接近する閉位置へ変位した際には、
前記下側経路を形成する壁面として機能し、前記第二端部が前記下側経路側から最も離間
する開位置へ変位した際には、前記下側経路の一部を開放可能に構成されていることを特
徴とする。
【０００９】
　このように構成された画像読取装置によれば、可動部材を開位置へと変位させると、下
側経路の一部が開放される。そのため、下側経路において原稿詰まりが発生した場合には
、下側経路の一部を開放して、詰まった原稿を除去する作業を行うことができる。したが
って、上記のような可動部材を備えていないものに比べ、下側経路において詰まった原稿
を、容易に下側経路から除去することができる。
【００１０】
　請求項２に記載の画像読取装置は、請求項１に記載の画像読取装置において、前記可動
部材は、前記開閉部が開かれた際に、自重で前記閉位置から前記開位置へと変位すること
を特徴とする。
【００１１】
　このように構成された画像読取装置によれば、開閉部を開くだけで、可動部材が自重で
開位置へと変位する。したがって、手動で可動部材を開位置へ動かすような手間をかけな
くても、下側経路に詰まった原稿を除去する作業を行うことができる。
【００１２】
　請求項３に記載の画像読取装置は、請求項１に記載の画像読取装置において、前記可動
部材は、前記閉位置側へ変位した状態を維持可能な構造になっていて、前記開閉部が開か
れた後、利用者からの操作力を受けた際には、前記閉位置から前記開位置へと変位するこ
とを特徴とする。
【００１３】
　このように構成された画像読取装置によれば、開閉部を開いてから、利用者が手動で可
動部材を開位置から閉位置へ変位させると、下側経路に詰まった原稿を除去する作業を行
うことができる状態になる。したがって、通常は、可動部材を閉位置から変位させたくな
い場合には、このような構造を採用してもよい。
【００１４】
　請求項４に記載の画像読取装置は、請求項２又は請求項３に記載の画像読取装置におい
て、前記可動部材は、前記開閉部が閉じられる際に、前記第二端部が載置面側に当接する
のに伴って、前記開位置から前記閉位置へと変位することを特徴とする。
【００１５】
　このように構成された画像読取装置によれば、開閉部を閉じるだけで、可動部材が閉位
置へと変位するので、手動で可動部材を閉位置へ動かすような手間をかけなくても、可動
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部材を閉位置へ戻すことができ、戻し忘れも防止できる。
【００１６】
　請求項５に記載の画像読取装置は、請求項１～請求項４のいずれか一項に記載の画像読
取装置において、前記可動部材は、前記閉位置へと変位した際に、一部が前記開閉部側に
当接することにより、それ以上前記開位置から離れる方向へ変位することが規制される構
造とされていることを特徴とする。
【００１７】
　このように構成された画像読取装置によれば、可動部材が、所定の閉位置を超えて大き
く回動してしまうのを防止できる。
　請求項６に記載の画像読取装置は、請求項１～請求項５のいずれか一項に記載の画像読
取装置において、前記開閉部上で、当該開閉部が閉じられた際に前記載置面と対向する位
置には、前記載置面に載置された原稿を押さえるための押さえ部材が設けられ、前記可動
部材は、前記押さえ部材の上方に配設されており、前記押さえ部材の一部とともに前記開
位置へ変位することを特徴とする。
【００１８】
　このように構成された画像読取装置によれば、可動部材が押さえ部材の上方に配設され
ているので、押さえ部材の上方ではない位置に可動部材が配設される場合に比べ、画像読
取装置を設置する際に必要な面積（平面視したときの面積）を小さくすることができる。
【００１９】
　また、請求項２に記載の構成と請求項６に記載の構成を兼ね備える場合には、開閉部を
閉じた際に、可動部材からの荷重が押さえ部材を介して原稿に作用し、これにより、原稿
が載置面側へ向かって押圧されることになる。したがって、原稿と載置面との密着性が向
上し、よりきれいな画像を原稿から読み取ることができるようになる。
【００２０】
　さらに、請求項４に記載の構成と請求項６に記載の構成を兼ね備える場合には、開閉部
を閉じた際に、可動部材が押さえ部材の一部とともに開位置へ変位しているので、押さえ
部材が原稿に当接すると、原稿は載置面に沿って一方向に押される状態になる。したがっ
て、その押される先に原稿の突き当て箇所を設けておけば、その突き当て箇所を原点とす
る位置に原稿を配置しやすくなり、容易に原稿の原点出しを行うことができる。
【００２１】
　請求項７に記載の画像読取装置は、請求項６に記載の画像読取装置において、前記押さ
え部材は、前記可動部材の前記第一端部と対向する位置よりも、前記可動部材の前記第二
端部から離れた位置にある部分において、前記開閉部に対して固定されていることを特徴
とする。
【００２２】
　このように構成された画像読取装置によれば、押さえ部材は、可動部材の第一端部と対
向する位置よりも、可動部材の第二端部から遠い位置にある部分が、開閉部に対して固定
され、残りの部分が、可動部材とともに変位する部分となる。
【００２３】
　したがって、可動部材に追従して変位しない部分については、開閉部に対して固定され
た状態を維持することができ、押さえ部材としての本来の役割を果たすことができるもの
となる。
【００２４】
　請求項８に記載の画像読取装置は、請求項７に記載の画像読取装置において、前記押さ
え部材は、前記開閉部が閉じられた際に、前記開閉部と前記載置面との間に挟み込まれる
と弾性変形を伴って圧縮される弾性変形層と、前記弾性変形層と前記載置面との間に配置
されたフィルム層とを積層してなる構造になっており、しかも、前記弾性変形層は、前記
可動部材の前記第一端部と対向する位置よりも、前記可動部材の前記第二端部から離れた
位置にある箇所で分割されることにより、その分割箇所よりも前記可動部材の前記第二端
部に近い第一部分と、前記分割箇所よりも前記可動部材の前記第二端部から遠い第二部分
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とを有する構造とされていて、当該第二部分において、前記開閉部に対して固定されてい
ることを特徴とする。
【００２５】
　このように構成された画像読取装置によれば、押さえ部材は、弾性変形層が第一部分と
第二部分に分割されていて、第二部分で開閉部に対して固定されているので、同様の分割
箇所が設けられていないものに比べ、第一部分をスムーズに変位させることができる。
【図面の簡単な説明】
【００２６】
【図１】画像読取装置を備えた複合機を示す図であり、（ａ）は複合機の平面図、（ｂ）
は複合機の正面図。
【図２】（ａ）はＡＤＦ部を閉じた状態を示すスキャナユニットの斜視図、（ｂ）はＡＤ
Ｆ部を開いた状態を示すＡＤＦ部の斜視図。
【図３】図１（ａ）にＡ－Ａ線で示した箇所おけるスキャナユニットの断面を示す図であ
り、（ａ）は可動部材が閉位置にある状態を示す断面図、（ｂ）は可動部材が開位置にあ
る状態を示す断面図。
【図４】（ａ）はＡＤＦ部のベース部材と可動部材を示す平面図、（ｂ）は可動部材を示
す平面図。
【図５】（ａ）はＡＤＦ部のベース部材を示す斜視図、（ｂ）は図１（ａ）にＢ－Ｂ線で
示した箇所おけるスキャナユニットの断面を示す断面図。
【図６】押さえ部材と両面テープの位置を示す説明図。
【図７】（ａ）は押さえ部材の変形例を示す説明図、（ｂ）は弾性係止片を備えた開閉部
の一部を示す斜視図。
【図８】（ａ）は図８（ｂ）の切断位置をＣ－Ｃ線で示すための説明図、（ｂ）は弾性係
止片と可動部材の位置関係を示す断面図。
【発明を実施するための形態】
【００２７】
　次に、本発明の実施形態について一例を挙げて説明する。
　［複合機の構造］
　図１（ａ）及び同図（ｂ）に示す複合機１は、画像読取装置としての機能（スキャン機
能）に加え、その他の機能（例えば、プリント機能、コピー機能、ファクシミリ送受信機
能など）を兼ね備えたものである。なお、以下の説明においては、複合機１が備える各部
の相対的な位置関係をわかりやすく説明するため、図中に併記した上下左右前後の各方向
を利用する。
【００２８】
　複合機１は、メインユニット２と、メインユニット２の上部に搭載されたスキャナユニ
ット３を備えている。スキャナユニット３は、後端側を回動中心にして前端側を上下方向
へと回動させることにより、メインユニット２に対して開閉可能な構造になっていて、メ
インユニット２上部の開口部を覆うカバーとして機能している。
【００２９】
　また、スキャナユニット３は、フラットベッド（以下、ＦＢと略称する。）型イメージ
スキャナに対しＡＤＦが付加された構造とされたもので、図２（ａ）及び同図（ｂ）に示
すように、ＦＢ本体部５と、このＦＢ本体部５の上面側を覆うＡＤＦ部７とを備えている
。
【００３０】
　ＡＤＦ部７は、後端側を回動中心にして前端側を上下方向へと回動させることにより、
ＦＢ本体部５に対して開閉可能な構造になっていて、ＦＢ本体部５の上面を覆うカバーと
して機能している。この開閉機構を利用して、ＡＤＦ部７を図２（ａ）に示すように閉じ
たり、図２（ｂ）に示すように開いたりすることができる。
【００３１】
　ＦＢ本体部５の上面側には、ＦＢガラス１１、ＡＤＦガラス１２などが配設されている
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。また、ＡＤＦ部７の下面側で、ＡＤＦ部７が閉じられた際にＦＢガラス１１と対向する
位置には、押さえ部材１３が配設されている。
【００３２】
　押さえ部材１３は、上層側にスポンジ層、下層側に白色のプラスチックフィルム層が積
層された二層構造になっている。ＡＤＦ部７が閉じられた際、押さえ部材１３がＡＤＦ部
７とＦＢガラス１１との間に挟み込まれると、スポンジ層が弾性変形を伴って圧縮され、
その弾性力により、プラスチックフィルム層がＦＢガラス１１側へ押し付けられる構造に
なっている。
【００３３】
　［スキャナユニットの詳細］
　次に、スキャナユニット３について、図３～図６に基づいて、さらに詳細に説明する。
　スキャナユニット３において、ＦＢ本体部５には、図３（ａ）に示すように、イメージ
センサ１４が設けられている。本実施形態において、イメージセンサ１４としては、密着
イメージセンサ（Contact Image Sensor）が利用されている。
【００３４】
　このイメージセンサ１４は、ＦＢ本体部５に設けられたキャリッジ１５に搭載され、上
述のＦＢガラス１１及びＡＤＦガラス１２の直下となる位置を、キャリッジ１５とともに
左右方向へ往復移動可能に構成されている。
【００３５】
　また、ＡＤＦ部７には、図３（ａ）及び同図（ｂ）に示すように、動力源から伝達され
る動力で駆動されるローラとして、供給ローラ２１、分離ローラ２２、メイン搬送ローラ
２３、及び排出ローラ２４を備えている。また、これらのローラ２１～２４と協働して原
稿を挟み込みつつ従動するローラとして、第一ピンチローラ２６、第二ピンチローラ２７
、第三ピンチローラ２８を備えている。これらのローラ群により、原稿台３１に載せられ
た原稿を排出部３２へと搬送する搬送経路（図３（ａ）に破線で示した経路）が構成され
ている。
【００３６】
　ＡＤＦガラス１２の上方には原稿ホルダ３３が配設され、上述の搬送経路を搬送される
原稿は、原稿ホルダ３３によってＡＤＦガラス１２側に押し当てられる。また、上述の搬
送経路のうち、原稿ホルダ３３から排出ローラ２４に至る部分に沿った位置には、可動部
材３５が設けられている。
【００３７】
　この可動部材３５は、図４（ａ）に示すように、ＡＤＦ部７のベース部材３７に対して
回動可能に取り付けられている。より詳しくは、可動部材３５は、図４（ｂ）に示すよう
に、前後方向の両端で右端寄りの位置に支軸４１を備えている。また、上述のベース部材
３７には、図５（ａ）に示すように、軸受４３が形成されている。
【００３８】
　そして、この軸受４３に支軸４１が嵌め込まれることにより、可動部材３５は、図５（
ｂ）に示される支軸４１を中心に回動して左端側が上下方向へ変位可能な構造になってい
る。
【００３９】
　ＡＤＦ部７が閉じられた際には、可動部材３５は、図３（ａ）に示す閉位置へと変位す
る。このとき、可動部材３５の上面側は、搬送経路を画定する壁面として機能する状態に
なる。
【００４０】
　一方、ＡＤＦ部７が開かれた際には、可動部材３５は自重で回動して、図３（ｂ）に示
す開位置へと変位する。このとき、押さえ部材１３は、左端側の一部が弾性変形し、可動
部材３５とともに下方へと変位する。なお、可動部材３５が開位置へ変位した際、可動部
材３５の右端部分は、ベース部材３７側に当接することで、それ以上の回動が規制される
状態になる。
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【００４１】
　押さえ部材１３は、図６に示すように、両面テープ４５Ａ，４５Ｂ，４５Ｃを介してベ
ース部材３７に対して貼り付けられるとともに、両面テープ４５Ｄを介して可動部材３５
に対して貼り付けられている。
【００４２】
　ただし、両面テープ４５Ｂ，４５Ｃは、可動部材３５の支軸４１から長さＬだけ離れた
位置に貼着され、これにより、可動部材３５が変位した際にも、長さＬの範囲で押さえ部
材１３が撓むことにより、可動部材３５がスムーズに変位できる構造とされている。
【００４３】
　以上のように構成されたスキャナユニット３は、ＦＢスキャナとして利用される場合に
は、まず、ＡＤＦ部７が開かれて原稿がＦＢガラス１１上に載置される。ＡＤＦ部７が開
かれた際には、上述のとおり、可動部材３５が自重で開位置へと変位するので、図２（ｂ
）に示したように、押さえ部材１３の左端は一部が湾曲してベース部材３７側から離間す
る。
【００４４】
　そして、ＡＤＦ部７が閉じられると、ＡＤＦ部７が完全に閉じられる直前に、押さえ部
材１３のうち、最も下方へと変位している左端側が原稿に当接する。そして、この当接以
降、ＡＤＦ部７が完全に閉じられるまでは、押さえ部材１３の左端付近が原稿に当接する
状態を維持したまま、可動部材３５が徐々に開位置側から閉位置側へと回動し、ＡＤＦ部
７が完全に閉じられる位置へと変位する。
【００４５】
　このとき、原稿に当接している押さえ部材１３の左端は、僅かに左方へと変位するのに
伴い、原稿をＦＢガラス１１の左端側に設定された原点位置に向かって押し付ける。その
ため、仮に原稿が若干原点位置から離間した位置に載置されていたとしても、原稿はＦＢ
ガラス１１に沿って原点位置側へと変位させられることになり、これにより、原点位置に
対する相対的なずれや傾きを矯正することができる。
【００４６】
　また、ＡＤＦ部７が完全に閉じられた後も、可動部材３５の自重は原稿側に向かって作
用するので、これにより、原稿がＦＢガラス１１側に向かって押し付けられることになり
、原稿とＦＢガラス１１の密着性を向上させることができる。
【００４７】
　なお、ＡＤＦ部７は、ＦＢ本体部５に対して回動可能な他、ＦＢ本体部５に対して上下
方向へ変位可能な構造にもなっている。そのため、ＡＤＦ部７を上方へと持ち上げれば、
比較的厚みのある原稿（例えば書籍等）であっても、ＦＢ本体部５とＡＤＦ部７との間に
原稿を挟み込むことができる。
【００４８】
　こうして原稿をセットしたら、後は、ＦＢスキャンを指示する操作（例えば、所定のパ
ネル操作やＰＣからの遠隔操作など）を行うと画像の読み取りを開始する。画像の読み取
りを開始した場合、イメージセンサ１４は、複合機１の前後方向を主走査方向、左右方向
を副走査方向として、ＦＢガラス１１の下方を副走査方向へ移動しながら、主走査方向に
並ぶ複数の画素を繰り返し読み取ることになる。
【００４９】
　一方、スキャナユニット３は、ＡＤＦスキャナとして利用される場合には、原稿台３１
に原稿が載せられ、後は、ＡＤＦスキャンを指示する操作（例えば、所定のパネル操作や
ＰＣからの遠隔操作など）を行うと画像の読み取りを開始する。
【００５０】
　より詳しくは、ＡＤＦスキャンを指示する操作が行われると、イメージセンサ１４は、
ＡＤＦガラス１２の下方（原稿ホルダ３３の直下となる位置）へ移動し、その位置で静止
する。また、上述のローラ群が駆動され、原稿台３１に載せられた原稿は、図３（ａ）に
破線で示した搬送経路に沿って搬送される。
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【００５１】
　具体的には、原稿台３１に載せられた原稿は、供給ローラ２１によって搬送方向下流側
へと送り出され、その原稿が分離ローラ２２によって一枚ずつに分離される。また、分離
ローラ２２によって一枚ずつに分離された原稿は、メイン搬送ローラ２３へと送り出され
、その原稿がメイン搬送ローラ２３の外周沿いにＵターンさせられる。そして、メイン搬
送ローラ２３によって送り出される原稿が、さらに排出ローラ２４によって搬送方向下流
側へと送られて、その原稿が排出部３２へと排出される。
【００５２】
　このように搬送される原稿は、メイン搬送ローラ２３によって送り出された後、排出ロ
ーラ２４に到達するまでに、ＡＤＦガラス１２と原稿ホルダ３３との間を通過する。その
際、イメージセンサ１４は、複合機１の前後方向を主走査方向、搬送方向を副走査方向と
して、副走査方向へ移動する原稿から、主走査方向に並ぶ複数の画素を繰り返し読み取る
ことになる。
【００５３】
　ところで、このような原稿搬送を行った際、搬送経路の途中で紙詰まりを引き起こすこ
とがある。このとき、紙詰まりを起こした箇所が、メイン搬送ローラ２３よりも上流側に
ある箇所であれば、上部カバー４７（図３（ａ）又は同図（ｂ）参照）を開くことにより
、詰まった紙を除去することができる。
【００５４】
　また、紙詰まりを起こした箇所が、メイン搬送ローラ２３よりも下流側にある箇所であ
れば、ＡＤＦ部７を開くと可動部材３５が開位置へと移動するので、可動部材３５の上面
側で詰まった紙については容易に除去することができる。
【００５５】
　したがって、本実施形態で示したような複合機１であれば、上記のような可動部材３５
が設けられていない従来品に比べ、紙詰まりへの対処を簡単に実施することができる。
　［その他の実施形態］
　以上、本発明の実施形態について説明したが、本発明は上記の具体的な一実施形態に限
定されず、この他にも種々の形態で実施することができる。
【００５６】
　例えば、上記実施形態では、押さえ部材１３として、上層側のスポンジ層が、連続する
一枚のスポンジ層で構成されているものを例示したが、図７（ａ）に例示する押さえ部材
５０のように、複数枚のスポンジ層５１Ａ，５１Ｂを備えていてもよい。
【００５７】
　この押さえ部材５０の場合、下層側にある白色のプラスチックフィルム層５３は、連続
する一枚のプラスチックフィルム層とされており、これにより、スポンジ層５１Ａ，５１
Ｂ間に隙間５４があっても、読み取った画像には影響が現れないようにされている。
【００５８】
　このような構造にすれば、隙間５４のある部分において、押さえ部材５０がより柔軟に
湾曲するので、可動部材３５が自重で開位置へと変位するのを促すことができる。
　一方、上記実施形態では、可動部材３５が自重で開位置へと変位する事例を中心に説明
したが、可動部材３５は、自重では開位置へ変位しない構造になっていてもよい。このよ
うな構造とする場合、押さえ部材１３であれば、スポンジ層又はプラスチックフィルム層
の材質を調節、押さえ部材５０であれば、プラスチックフィルム層の材質を調節すること
により、押さえ部材１３，５０に板ばねとして機能する程度の弾性を付与する。
【００５９】
　このような構造にすれば、押さえ部材１３，５０が、自らの弾性で可動部材３５を閉位
置へと押し戻す構造にすることができる。したがって、このような構造としても、可動部
材３５の上面側で紙詰まりが起きれば、可動部材３５に指を掛けて強制的に可動部材３５
を開位置へと変位させることにより、詰まった紙を除去することができる。また、その後
は、可動部材３５から指を外せば、押さえ部材１３，５０の弾性力により、可動部材３５
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を閉位置へ復帰させることができる。
【００６０】
　さらに、上記実施形態では、可動部材３５が自重で開位置へと変位する事例について説
明したが、この場合に、可動部材３５を閉位置で保持可能とする機構を併用してもよい。
あるいは、上記その他の実施形態として、可動部材３５が押さえ部材１３，５０の弾性力
で閉位置へと変位する事例についても説明したが、この場合に、可動部材３５を開位置で
保持可能とする機構を併用してもよい。
【００６１】
　例えば、図７（ｂ）に例示するように、ベース部材３７には、弾性変形を伴って突出部
分が前号方向に進退するように構成された弾性係止片５５を設け、図８（ａ）及び同図（
ｂ）に示すように、可動部材３５には、弾性係止片５５が引っかかる凹部５７を設ける。
【００６２】
　このような構造を設けておけば、可動部材３５が自重で開位置へと変位する構造になっ
ていても、可動部材３５を閉位置へと変位させれば、弾性係止片５５が凹部５７に引っか
かることにより、可動部材３５を閉位置で保持することができる。この場合、可動部材３
５に指を引っかけて軽く引っ張れば、可動部材３５の端縁が弾性変形片５５の突出部分に
接触することにより、弾性変形片５５は、ベース部材３７側に退き、凹部５７から離れる
ように作用する。これにより、弾性係止片５５と凹部５７の係合は簡単に解除されるので
、この係合を解除すれば、可動部材３５は自重で開位置へと変位する。
【００６３】
　また、図８（ａ）及び同図（ｂ）に例示する係合構造は、可動部材３５を閉位置へと変
位させた際に係合するものであるが、同種の弾性係止片を用いれば、可動部材３５を開位
置へと変位させた際に係合する構造にもできる。
【００６４】
　したがって、そのような係合構造と、可動部材３５が押さえ部材１３，５０の弾性力で
閉位置へと変位する構造を併設すれば、可動部材３５に指を引っかけて開位置へと変位さ
せた際に係合構造を係合させて、可動部材３５を開位置で保持することができる。また、
その係合を解除すれば、押さえ部材１３，５０の弾性力により、可動部材３５を閉位置へ
復帰させることもできる。
【００６５】
　加えて、上記実施形態においては、原稿の搬送経路のうち、原稿をＵターンさせる経路
よりも上流側の部分が上側、原稿をＵターンさせる経路よりも下流側の部分が下側に配置
されていた、原稿の搬送方向が逆向きになっていても、本発明の構成を採用することがで
きる。
【００６６】
　また、上記実施形態においては、押さえ部材１３と可動部材３５は、上下方向に重なる
位置に設けてあったが、押さえ部材１３の上方から外れた位置に可動部材３５が設けられ
ていてもよく、この場合でも、下側の搬送経路の紙詰まりを容易に解消できる。
【００６７】
　なお、上記実施形態においては、スキャナユニット３が、複合機１に組み込まれる事例
を示したが、単機能のイメージスキャナ装置として構成されていてもよい。
【符号の説明】
【００６８】
　１・・・複合機、２・・・メインユニット、３・・・スキャナユニット、５・・・ＦＢ
本体部、７・・・ＡＤＦ部、１１・・・ＦＢガラス、１２・・・ＡＤＦガラス、１３，５
０・・・押さえ部材、１４・・・イメージセンサ、１５・・・キャリッジ、２１・・・供
給ローラ、２２・・・分離ローラ、２３・・・メイン搬送ローラ、２４・・・排出ローラ
、２６・・・第一ピンチローラ、２７・・・第二ピンチローラ、２８・・・第三ピンチロ
ーラ、３１・・・原稿台、３２・・・排出部、３３・・・原稿ホルダ、３５・・・可動部
材、３７・・・ベース部材、４１・・・支軸、４３・・・軸受、４５Ａ，４５Ｂ，４５Ｃ
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，４５Ｄ・・・両面テープ、４７・・・上部カバー、５１Ａ，５１Ｂ・・・スポンジ層、
５３・・・プラスチックフィルム層、５４・・・隙間、５５・・・弾性係止片、５７・・
・凹部。
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